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●運営体制図

●地域における現状・課題

●取組事項の概要

●取組の成果、特に工夫した点等

令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業
運動部活動の地域移行に向けた実証事業 成果報告書（概要）

・前年度に引き続き、民間スポーツ事業者への業務委託によって実施を行った。実施校については、市内全中学校に対して募集を行い、10校13部活動に決定した（令和５

年度は７校７部活動を追加）。選定にあたっては、過去に実証事例のない種目を優先的に選定し、シーズンオフに学校外で活動を多く行う水泳競技部でも実証を行った。

●地域クラブ活動の概要（代表的な取組例）

（１）運営類型：地域スポーツ団体等運営型（民間スポーツ事業者運営型）
（２）運営主体：リーフラス株式会社
（３）種目：サッカー部、バドミントン部、女子バレー部、男子バスケットボール部
（４）指導者の主な属性：運営主体の派遣する指導者
（５）１か月あたりの平均的な活動回数：月２～４回程度
（６）主な活動場所：原則として実施校において活動
（７）主な移動手段：徒歩
（６）１人あたりの参加会費等（年額）：なし
（７）１人あたりの保険料：生徒800円／指導者1,850円

・本市には、全校で1,946部（令和５年５月時点）の運動部が存在し、文化部も含めた全ての部活動の地域移行の実現にあたっては、その担い手をはじめとした多くの課

題が存在する。

・取組における課題としては、教職員の負担軽減への効果、原則として実施校での活動を予定している中での学校にある物品や保健室等の利用基準、学校教職員が指導

に関わらないことによる、安全管理上の課題、受託者の指導者による大会等への引率、平日の学校部活動との連続性等が挙げられる。

・成果としては、専門的で質の高い充実した指導による生徒の部活動への意欲・技術の向上、顧問（教員）の休養日の確保、平日と休日の活動の連続性の確保（効果的

な練習メニューの提供）、部活動指導への顧問（教員）の身体的・精神的負担の軽減が挙げられる。

・鍵の管理について、休日に事業者指導者のみで指導ができる体制づくりとして、キーボックスを正面玄関等に設置（国費申請対象外）することで、顧問教員の休日出勤が

必要なく、かつ必要な設備のみ指導者に渡るように工夫した。

・課題として、指導者の質の確保、学校・委託先との連絡体制、受益者負担に関する整理などが挙げられ、改革推進期間の中で解決に向けた検討を進めていく。


	スライド 1

